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3月の主な活動
	 １日	第２回地協代表者会議
	 	にいがたユニオン第20回定期大会
	３日	新潟県社会保険労務士会要請
	４日	新潟県商工会連合会要請
	５日	新潟労働局要請
	 	2014春季生活闘争
	 	　　　　県中央総決起集会
	６日	青年委員会・女性委員会合同会議
	７日	新潟県経営者協会要請
	 	新潟県中小企業団体中央会要請
	８日	土曜労働相談会
	11日	第２回メーデー実行委員会
	14日	流通部門連絡会
	15日	女性委員会四役会議
	 	連合国際女性デー街頭行動
	 	国際女性デー第21回にいがた集会
	19日	第５回四役会議・青年委員会
	25日	STOP THE格差社会朝街宣
	27日	第３回政策委員会
	28日	第５回執行委員会（拡大闘争委員会）

単
組
へ
激
励
訪
問
を
実
施

　
三
月
五
日
、
新
潟
市
音
楽
文
化
会
館
に
て
「
二
〇
一
四

春
季
生
活
闘
争
勝
利
！
新
潟
県
中
央
総
決
起
集
会
」
を
開

催
し
、
構
成
組
織
・
単
組
か
ら
五
〇
〇
人
を
超
え
る
組
合

員
が
結
集
し
ま
し
た
。

各
団
体
へ
要
請
行
動
展
開

…
社
会
保
険
労
務
士
会
・
弁
護
士
会
に
も
…

　

連
合
新
潟
の
齋
藤
会
長
・
牧

野
事
務
局
長
に
よ
る
激
励
訪
問

を
地
協
の
役
員
と
展
開
中
で
す
。

　

新
潟
地
協
は
二
月
二
五
日
、

中
越
地
協
で
は
二
月
二
八
日
、

柏
崎
地
協
は
三
月
四
日
と
、
こ

れ
ま
で
に
一
五
単
組
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

今
次
闘
争
で
も
、
中
小
・
地

場
組
合
の
交
渉
支
援
と
し
て
、

要
求
書
を
提
出
し
交
渉
段
階
の

こ
の
時
期
に
、
連
合
新
潟
の
闘

争
方
針
の
説
明
と
、
単
組
の
状

況
や
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

　

主
催
者
を
代
表
し
齋
藤
会
長

は
、
①
春
季
生
活
闘
争
に
つ
い

て
、「
す
べ
て
の
働
く
者
の
処

遇
改
善
を
す
す
め
、
月
例
賃
金

に
こ
だ
わ
っ
た
賃
金
引
き
上
げ

に
よ
り
、
底
上
げ
・
底
支
え
・

格
差
是
正
を
す
す
め
る
闘
い
を

展
開
す
る
」
②
労
働
者
保
護
ル

ー
ル
の
改
悪
に
対
す
る
取
り
組

み
と
し
て
は
、「
声
を
あ
げ
、

行
動
に
移
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
誰
も
が
安
心
し
て

　

連
合
新
潟
は
、
各
団
体
へ
要

請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
潟
労
働
局
で
は
、
齋
藤
会

長
は
「
春
季
生
活
闘
争
の
取
り

組
み
や
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の

改
悪
に
断
固
反
対
す
る
、
そ
し

て
長
時
間
労
働
や
不
払
い
残
業

の
問
題
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
問
題
に
労
働
局
と
し
て
改

善
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
要

請
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
大
崎
労
働
局

長
は
、「
労
働
力
人
口
の
減
少

に
伴
い
、
あ
ら
ゆ
る
方
が
就
業

意
欲
を
も
っ
て
就
業
で
き
る
全

員
参
加
型
社
会
を
構
築
す
る
必

要
性
、
障
害
者
、
高
齢
者
再
雇

働
き
暮
ら
せ
る
、
当
た
り
前
の

社
会
を
、
新
潟
県
か
ら
発
信
し

た
い
」
③
組
織
拡
大
に
つ
い
て

は
、「
二
〇
二
〇
年
に
連
合
新

潟
一
六
万
人
組
織
の
実
現
に
向

け
て
、
組
織
化
・
組
織
拡
大
に

引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
む
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
構
成
組
織
を
代
表

し
、
官
公
部
門
の
三
須
正
明
さ

ん
（
自
治
労
）、
女
性
委
員
会

の
加
藤
秀
子
さ
ん（
情
報
労
連
）、

用
の
関
係
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
な
ど
行
政
運
営
に
努
め
て

い
き
た
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

新
潟
県
経
営
者
協
会
へ
は
第

二
六
回
新
潟
県
労
使
懇
談
会
と

し
て
、
現
在
の
経
済
情
勢
や
雇

用
・
賃
金
な
ど
の
状
況
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

民
間
部
門
の
岩
野
英
昭
さ
ん

（
Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟
）
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
等
に
つ
い
て
決
意
表

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
潟
地
協
青
年
女
性
委
員
会

の
大
野
正
貴
さ
ん（
基
幹
労
連
）

か
ら
は
、「『
今
こ
そ
賃
上
げ
、

デ
フ
レ
か
ら
脱
却
』
に
向
け
て
、

す
べ
て
の
組
合
が
要
求
を
勝
ち

取
ろ
う
」
と
集
会
ア
ピ
ー
ル
が

提
案
さ
れ
、
拍
手
で
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
集
会
で
は
、「
労
働
者

保
護
ル
ー
ル
改
悪
反
対
を
求
め

る
特
別
決
議
」
を
行
い
、
労
働

者
保
護
ル
ー
ル
の
改
悪
に
断
固

反
対
し
、
健
全
な
労
使
関
係
の

中
で
安
定
し
た
雇
用
・
労
働
条

件
を
築
く
こ
と
に
よ
る
「
働
く
こ

と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の
実

現
に
向
け
、
参
加
者
全
員
で
闘

い
抜
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

集
会
後
は
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
あ
げ
な
が
ら
新
潟
市
内

を
デ
モ
行
進
し
、
連
合
新
潟
や

労
働
組
合
だ
け
の
主
張
で
は
な

く
、
市
民
や
一
般
の
労
働
者
全

体
の
課
題
で
も
あ
る
こ
と
を
訴

え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
潟
県
へ
の
要
請
で

は
、
健
全
な
労
使
関
係
の
構
築

に
向
け
た
啓
発
活
動
の
推
進
、

若
者
の
就
労
支
援
や
子
育
て
支

援
の
推
進
、
地
域
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
、
非
正
規
労
働
者
の

処
遇
改
善
、
労
働
者
派
遣
法
な

ど
労
働
関
係
法
の
改
正
、
公
務

員
の
労
働
基
本
権
の
確
立
な
ど
、

六
項
目
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

泉
田
知
事
は
、「
要
請
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
県
と
し
て
対
応

で
き
る
と
こ
ろ
は
積
極
的
に
取

り
組
み
た
い
」
と
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
次
の
春
季
生
活

闘
争
か
ら
新
た
に
、
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
対
策
と
し
て
、
法
律
に
沿

っ
た
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
指
導
を

目
的
に
、
新
潟
県
社
会
保
険
労

務
士
会
に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

社
会
保
険
労
務
士
会
会
長
か

ら
は
、「
法
令
順
守
は
社
労
士

と
し
て
も
当
然
の
こ
と
で
あ

る
」
と
回
答
を
い
た
だ
き
社
労

士
の
役
割
に
つ
い
て
確
認
し
ま

し
た
。

　

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
取
り
組
み

と
し
て
、
新
潟
県
弁
護
士
会
に

も
要
請
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
他
に
新
潟
県
商

工
会
連
合
会
、
新
潟
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
に
も
要
請
を
行

っ
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
・
地
場
の
現
場
に
密
着

し
た
春
季
生
活
闘
争
を
闘
う
た

め
に
、
今
後
も
単
組
訪
問
を
し

ま
す
。

連
合
新
潟
へ
の
最
近
の
相
談
事
例
か
ら

�

・
・
・ 

不
払
い
残
業 

・
・
・
・
・
県
央
地
協

　

県
央
地
協
エ
リ
ア
に
は
、

中
小
零
細
企
業
も
多
く
、ま
た
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
未
組
織
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
、
有

期
・
無
期
の
パ
ー
ト
労
働
者
？

も
多
い
土
地
柄
で
す
。
労
働

相
談
は
、
二
月
の
労
働
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
以

降
も
多
く
、
相
談
件
数
も
年

間
五
〇
件
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
「
解
雇
を
強
要
さ
れ
て
い
る
」

「
有
給
休
暇
が
無
い
」「
時
間

外
の
ほ
と
ん
ど
が
カ
ッ
ト
さ

れ
る
」「
求
人
情
報
と
実
態
が

大
き
く
違
う
」
な
ど
、
相
変

わ
ら
ず
深
刻
な
内
容
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
業
〈
介
護
、
コ

ン
ビ
ニ
他
〉
な
ど
の
時
間
外

不
払
い
も
巧
妙
で
、
そ
も
そ

も
従
来
の
よ
う
に
タ
イ
ム
カ

ー
ド（
機
械
式
、電
子
式
な
ど
）

で
時
間
管
理
を
せ
ず
、
申
告

制
で
出
退
勤
だ
け
の
確
認（
一

覧
表
で
上
司
が
後
で
押
印
）

も
増
え
て
お
り
、
残
業
代
は

支
払
わ
れ
ず
（
又
は
ご
く
一

部
だ
け
）
給
料
明
細
に
も
反

映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

● 

防
衛
策
と
し
て
は

　

労
働
者
自
身
で
労
働
時
間

を
記
録
す
る
事
（
手
帳
、
ノ

ー
ト
な
ど
に
）
を
指
導
し
て

お
り
、
悪
質
な
も
の
は
労
働

基
準
監
督
署
へ
同
行
し
、
行

政
指
導
を
要
請
し
た
り
、
に

い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
と
し
て
団

体
交
渉
に
臨
ん
だ
り
し
て
い

ま
す
。

　

す
べ
て
の
働
く
人
た
ち
が
、

安
心
し
て
働
け
る
こ
と
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第85回メーデー　県内開催一覧
地　区 と　　　き 会　　　場

県 中 央 4月26日 （土） 9:00 新潟市陸上競技場
村 　 上 4月29日 （火） 村上市勤労青少年ホーム
胎 　 内 4月23日 （水） 胎内市産業文化会館
新 発 田 5月1日 （木）10:00 新発田市民文化会館
阿 賀 野 4月29日 （火）10:00 瓢湖水きん公園
五 　 泉 5月1日 （木） 五泉福祉会館
東 蒲 原 4月26日 （土）10:00 阿賀町文化福祉会館
佐 　 渡 4月26日 （土） 9:00 アミューズメント佐渡
西 蒲 ・ 燕 5月1日 （木） 9:00 燕市吉田産業会館
三 　 条 5月1日 （木） 9:00 三条市総合体育館
加茂・田上 5月1日 （木） 9:00 加茂公民館・体育館
長 　 岡 5月1日 （木）10:00 アオーレ長岡
見 　 附 4月30日 （水） 未定
小 千 谷 未定 （ ）
北 魚 沼 未定 （ ）
南 魚 沼 4月29日 （火） 9:00 南魚沼市民会館
十 日 町 4月27日 （日） 9:30 十日町市民体育館
柏 　 崎 　 4月26日 （土） 9:00 柏崎市文化会館アルフォーレ
上 　 越 4月29日 （火）10:00 上越文化会館　大ホール
頸 　 南 4月27日 （日） 9:00 妙高市文化ホール
糸 魚 川 5月1日 （木） 9:00 ビーチホールまがたま

第  85  回
新潟県中央メーデー企画のお知らせ
◇ボランティア企画
①　エコキャップ（ペットボトルキャップ）
の回収

②　書き損じハガキ、未使用ハガキ・切
手の回収

　メーデー当日、会場にお持ち下さい。
専用ボックスで回収します。

　各構成組織、地協で周知しご協力をお
願いします。

◎東日本震災復興応援・東北産商品の販
売

◇参加型企画
①親子パン食い競争
②集団対抗大玉送り
　前回、大いに盛り上がった企画です。
　その他楽しい企画をたくさん計画中!!
　参加してメーデーを楽しんでね。

（@_@）

今こそ賃上げ デフレから
脱  却

2014
春季生活闘争
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お問い合わせは

新潟県労働金庫本支店まで

今こそ労働組合とあいさつする  山本委員長

政策実現にむけ協力要請

引き続きにいがたユニオン総会へ参加

地域医療の確保と病院労働者の結集に向け堅く握手
（�左から連合新潟齋藤敏明会長、新潟厚生連白井康博執行
委員長、自治労新潟県本部齋藤悦男執行委員長）

講師の新潟水道労組  坂井書記長

22%

56%

22%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

参加した
ことがない

都合がつけば
参加している

必ず参加
している

連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）
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さ
て
さ
て
通
じ
る
人

に
は
通
じ
る
外
国
語
を

お
届
け
し
よ
う
！
オ
ペ

ラ
系
イ
タ
リ
ア
語
、
唇

を
上
下
に
動
か
し
早
口

で
「
バ
バ
ロ
ッ
テ
ィ
・

ア
イ
ー
ダ
ト
ス
カ
・
マ

ダ
ム
バ
タ
フ
ラ
ー
ノ
」
ブ
ラ
ン
ド
系

フ
ラ
ン
ス
語
、
口
唇
を
小
さ
く
し
前

に
出
し
「
シ
ャ
ネ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ト
ー

ナ
エ
ル
メ
ス
・
イ
ブ
サ
ン
ロ
ー
ラ
ン

デ
ィ
オ
ー
ル
ネ
」
哲
学
系
ド
イ
ツ
語
、

喉
に
力
を
入
れ
な
が
ら
力
強
く
「
ヘ

ー
ゲ
ル
カ
ン
ト
・
マ
ル
ク
ス
シ
ョ
ー

ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
・
エ
ノ
ル
デ
デ
ー
ゲ
」

だ
か
ら
何
？
と
言
わ
れ
そ
う
だ
が
、

そ
れ
だ
け
で
す
。�

（
Ｚ
）

２月のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：�　春季生活闘争に関係するイベント（集会やオル

グなど）に参加したことがある。
　半数以上の方が「必ず参加している」という回答でし
た。春季生活闘争に関するイベントは、組合員が一堂に
会し、現在の情勢や課題を確認する場です。今まで参加
したことがない方も、ぜひ参加していただきたいですね。
春季生活闘争はこれからが本番です。みなさん、一致団
結してがんばっていきましょう！
　３月のHPアンケートは、感動を呼んだソチオリンピ
ックに関する話題です。投票お待ちしています。

土曜相談会 ４月は12日に開催

私のまちの

ほっとスポット
いま、ドーナツが楽しい

　知る人ぞ知るドーナツ店、その名は「フロレスタ」。万代シティパークのレ
インボータワー脇、新潟地協の目と鼻の先にあります。
　11種類の中で特に人気なのが、シンプルなのにやみ
つきになる「ネイチャー」（１個120円）。こちらの商品
はすべて菜種油で揚げてあり、あっさりしているのが特
徴。スタッフの山下さんは、「添加物を含まない体にや
さしい材料で、店内製造。新鮮でお子さんにも安心。時
間のある時は揚げたてをご賞味ください」とアピール。
　季節限定の商品もあり、２月中旬～４月末までは「いちごミルク」（１個
190円）を販売。
　コーヒーもオリジナルで、コロンビアなど４か国のオーガニック豆をブレン
ドした、爽やかな香りと甘さを活かした、ドーナツにぴったりのまろやかなコ
ーヒーです。
　万代シティのど真ん中、街中のオアシス・万代広場は季節ごとにいろんなイ
ベントを開催しています。これからの新緑は、３階の新潟地協の事務所からの
眺めも良好です。

　ぜひ新潟地協にお寄りの際はフロレスタへ、フ
ロレスタへお越しの時は新潟地協へお立ち寄りく
ださい。� （新潟地協事務局次長　渡辺　治）

●フロレスタ
　新潟市中央区万代1-6-1  バスセンタービル2F
　TEL 025-383-6471
　http：//www.nature-doughnuts.jp/
　開店時間 11:00～20:00（不定休）　座席数24席

　

三
月
一
日
、
新
潟
市
・
万
代

バ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
お
い
て
、

「
に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
第
二
〇

回
定
期
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

山
本
暢
子
執
行
委
員
長
は
主

催
者
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
自
身

が
受
け
た
労
働
相
談
の
例
に
触

れ
な
が
ら
「
全
組
合
員
の
八
・

五
％
が
パ
ー
ト
労
働
者
と
な
る

中
、『
今
こ
そ
労
働
組
合
』
と

い
う
思
い
は
強
い
。
こ
れ
か
ら

も
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
」
と
の

べ
ま
し
た
。

食
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に

～
新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
７
回
総
会
～

　

ま
た
、
連
合
新
潟
齋
藤
会
長

か
ら
は
「
二
〇
二
〇
年
ま
で
に

連
合
新
潟
一
六
万
人
の
実
現
に

向
け
て
、
ま
ず
は
ユ
ニ
オ
ン
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
る
よ
う
な
会
を

計
画
し
て
は
ど
う
か
」
と
、
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
学
習
会
で
は
、
に

い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
組
織
内
議
員

の
山
際
敦
新
潟
市
議
が
「
マ
ン

ガ
・
ア
ニ
メ
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
構
想
を
中
心
に
」
の
テ

ー
マ
で
市
政
報
告
。
新
潟
市
が

誇
る
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
を
活
用

し
、
い
か
に
雇
用
拡
大
に
つ
な

げ
て
い
く
か
、
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
で
奮
闘
す
る
仲
間

と
つ
な
が
る
の
が
、
に
い
が
た

ユ
ニ
オ
ン
で
す
。

　

安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く

り
に
向
け
、
連
帯
を
深
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

二
月
一
三
日
、
勤
労
福
祉
会

館
に
お
い
て
、「
新
潟
県
・
食

と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
七
回

総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
八
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し

た
活
動
も
、
今
年
度
で
七
年
目

に
入
り
ま
す
。

　

食
ネ
ッ
ト
代
表
の
連
合
新
潟

齋
藤
会
長
は
開
会
に
先
立
ち
、

「
食
品
へ
の
農
薬
混
入
事
件
な

ど
の
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
。

食
を
通
じ
て
安
心
・
安
全
な
社

会
を
作
っ
て
い
け
れ
ば
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
活
動
報
告
の
中
で
は
、

「
第
四
五
回
食
と
み
ど
り
、
水

を
守
る
全
国
集
会
」
に
参
加
し

た
瀬
野
悦
子
幹
事
か
ら
、「
生

自
分
ら
し
い
生
き
方

　
　
　
　

働
き
方
を
つ
く
ろ
う

～
に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
第
二
〇
回
定
期
大
会
～

メ
ン
バ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
結
集

県
議
会
議
員
と

�
意
見
交
換

地
域
で

要
求
の
前
進
を

　

二
月
一
九
日
、
連
合
新
潟
の

推
薦
県
議
会
議
員
と
の
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
四
年
春
季
生
活
闘
争
、

新
潟
県
施
策
要
望
、
来
年
四
月

の
統
一
自
治
体
選
挙
な
ど
に
つ

　

三
月
一
日
、
新
潟
市
・
万
代

バ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
第
二
回

地
協
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、

二
月
の
地
方
委
員
会
で
決
定
し

た
二
〇
一
四
春
季
生
活
闘
争
方

針
に
も
と
づ
き
、
当
面
の
各
地

協
・
支
部
の
取
り
組
み
状
況
な

ど
の
報
告
と
、
月
例
賃
金
引
き

上
げ
に
こ
だ
わ
る
闘
い
を
進
め

る
こ
と
を
再
度
確
認
し
ま
し
た
。

　

第
一
八
回
統
一
地
方
選
挙
に

関
わ
る
推
薦
お
よ
び
推
薦
予
定

状
況
や
、
四
月
の
三
条
市
議
会

議
員
選
挙
の
対
応
に
つ
い
て
、

ま
た
、
労
福
協
・
ラ
イ
フ
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
関
係
と
地
区
労

福
協
の
活
動
に
関
わ
る
活
動
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
意
見
交

換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

会
議
終
了
後
は
引
き
続
き
同

所
で
開
催
の
、
に
い
が
た
ユ
ニ

オ
ン
の
第
二
〇
回
定
期
総
会
に

強
力
な
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

新潟県内13,500人の病院労働者が結集！
　新潟県厚生連労働組合（白井康博執行委員長・組合員数4,300名）は、労
使関係の緊張と地方労働委員会を通じた闘争を長らく行ってきましたが、医
療政策・医療運動を進めていくには連合加盟が必要と判断し、2013年11月に
連合新潟に加盟しました。
　これにより連合新潟は、新潟県において圧倒的多数（13,500人）の病院労
働者を組織することになりました。

■新潟県厚生連自治労加盟を決定
　その後、新潟県厚生連労働
組合は、2014年１月の機関会
議において自治労加盟を決定
し、２月に自治労新潟県本部
に加盟申請を行いました。こ
れを受けた自治労本部は、加
盟を承認しました。
　連合新潟、自治労新潟県本
部、新潟県厚生連は、連携し
て積極的な組織強化・拡大に
取り組んでいます。

「1000万連合」
実現に向けて！⑥

い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
齋
藤
会
長
か
ら

は
県
議
会
で
の
「
労
働
者
保
護

ル
ー
ル
改
悪
反
対
を
求
め
る
意

見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願
」

の
取
り
組
み
協
力
を
要
請
し
ま

し
た
。
こ
の
請
願
は
関
係
議
員

の
協
力
の
も
と
県
議
会
へ
提
出

さ
れ
ま
す
。

産
者
は
安
心
な
も
の
を
で
き
る

だ
け
安
価
に
、
消
費
者
は
生
産

者
を
信
頼
し
て
、
多
少
高
く
て

も
買
い
支
え
る
こ
と
が
大
切
だ

と
学
ん
だ
」
と
話
し
、
集
会
で

学
ん
だ
こ
と
を
広
げ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
会
で
は
、
新
潟
水

道
労
組
・
書
記
長
の
坂
井
雅
博

氏
か
ら
「
水
源
か
ら
蛇
口
ま
で

～
水
道
施
設
の
話
～
」
の
テ
ー

マ
で
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
水
は
人
類
共
有
の
財
産
。
だ

か
ら
『
水
は
基
本
的
人
権
』
と

言
え
る
」「
安
心
・
安
全
な
水
を
、

い
つ
で
も
豊
富
に
安
く
利
用
で

き
る
水
道
事
業
を
通
じ
て
、『
人

権
』
を
守
る
と
い
う
意
識
と
行

動
が
重
要
に
な
る
」
と
の
訴
え

に
、
参
加
者
か
ら
は
賛
同
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

　

食
ネ
ッ
ト
で
は
今
年
度
も
体

験
型
の
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。


